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新型コロナウイルス感染症による個人消費や企業活動への影響は一時の停滞から回復に向け

動き出したものの依然と して従来通り と はいかない状況が続いています。 ウク ライナ戦争の影

響では資源、 食料等の需給がひっ迫し、 円安の影響では輸入品価格の上昇、 特に肥料・ 農薬等

の資材価格は農家経営に大きな影響を及ぼしました。

こ う した中、 当Ｊ Ａでは自己改革の取り 組みと して「 農業者の所得増大」「 農業生産の拡大」

「 地域の活性化」 の実現のためＪ Ａ一丸と なって取り 組みました。

加えて、 今年度は子会社である（ 株） ジェイエイ仙南サービスの事業を譲り 受け、 安心して

暮らせる豊かな地域社会に向け事業領域を拡大しました。

さ らに、 教育文化活動を通して、 地域の方々にＪ Ａを理解していただけるよ う な企画を実施

し、 Ｊ Ａの取り 組みについて情報発信を行いました。

主な事業活動と 成果については、 以下のと おり です。

第七次中期経営計画に基づく 営農Ｖプラン実践の最終年度と して、 計画の着実な実践と 担い

手・ 農業法人等に対する営農相談活動に取り 組みました。

特に、 生産資材高騰対策と して、 各市町、 県、 国に対し 「 生産資材価格高騰対策等に関する

緊急要請」 を行う と 伴に、 市町の実施する資材高騰対策助成金の交付支援、 国、 県が実施する

「 肥料価格高騰対策事業」「 施設園芸セーフティ ーネッ ト ・ 省エネ化推進事業」 の申請支援を行

い、 農業経営の継続支援に取り 組みました。 また、 令和４ 年産米の米価安定に向けて、 大豆、

備蓄米、 飼料用米、 園芸作物への転換に取り 組みまし た。 畜産においては、 第12回全国和牛

能力共進会に、 当組合管内から第７ 区（ 脂肪の質評価群） の県代表と して２ 頭が選ばれ、 仙南

産「 仙台牛」 のブランド 向上に貢献しました。

さ らに、 令和４ 年度から （ 株） ジェイエイ仙南サービスの事業を、 サービス事業部と して引

き継ぎ、 葬祭、 介護、 自動車の各事業に取り 組みました。

〈 米穀部門〉

令和４ 年産米は６ 月上旬の低温・ 少照により 生育が遅れましたが、 その後の高温・ 多照によ

り 回復しました。 しかし、 ８ 月中旬以降の日照不足などから登熟が緩慢と なり 、 仙南地域にお

ける作況指数は「 101」 の平年並みと なり ました。 米の集荷数量は21万４ 千俵（ 前年対比89.5% ）

と 前年を下回り ましたが、 上位等級率は91.1% と なり 、 前年を上回り ました。

〈 園芸部門〉

「 燃油価格高騰緊急対策事業」 及び「 施設園芸省エネ化推進対策事業」 の営農継続支援や、

みやぎ生協「 めぐみ野」 の園芸品目の作付け拡大に取り 組みました。

〈 畜産部門〉

第12回全共鹿児島大会肉牛部門へ宮城県代表と して２ 頭の出品し 、 仙南産「 仙台牛」 のブ

ランド 向上、 全農みやぎや宮城県及び管内市町と の連携により 、 管内産の優良雌牛保留推進に

取り 組みました。

組合の取り 組み
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〈 加工販売部門〉

みやぎ生協にて「 大めぐみ野市」、「 めぐみ野学習会等」 を開催し、「 めぐみ野商品（ 鶏卵、

納豆、 豚肉等）」 の普及拡大、 県の認証店をシンケンファ ク ト リ ーで取得し、 新型コロナ感染

拡大防止を図り 営業継続に取り 組みました。

〈 生産資材部門〉

農家直送の水稲除草剤など、大型規格農薬を供給し、生産資材価格の低減に取り 組みました。

また、 飼料価格高騰対策と して、 国庫・ 県単独の補助事業申請及び補てん金交付の支援業務を

行いました。

〈 農業機械部門〉

農業機械展示会（ 農業支援フェスタ 2022） を通じ て最新農機具・ 低コス ト 農機具の情報提

供を実施し、 生産者の生産コスト 低減、 農業機械基礎講習・ Ｊ Ａグループ技術研修会受講によ

り 、 整備技術の向上に努めました。

〈 葬祭部門〉

コロナ禍の影響により 家族葬・ 小規模葬が主流と なる中、 多様化する葬儀スタイルに対応し

たサービスの充実を図り ました。 きめ細かい相談対応や高級棺、湯灌サービスを提案するなど、

故人の遺志や遺族の意向に寄り 添う 事業に取り 組みました。

〈 生活福祉部門〉

利用者に寄り 添いながら要介護状態になっても在宅生活が継続できるよ う 自立支援型サービ

スを重点に取り 組みました。 また、 福祉・ 医療・ 保健等の各関係機関と の連携を図り ながら 、

利用者が地域で安心して生活できるよう 支援しました。

〈 自動車部門〉

世界的な半導体不足により 新車販売の納車に遅れが生じましたが、 安全・ 安心な車検と 点検

整備に取り 組みました。 また、 各種研修・ 勉強会を開催し、 職員の知識・ 技術のレベルアッ プ

を図り 、 地域に根ざした整備工場と してのサービス向上に努めました。

〈 信用事業〉

非対面サービス（ Ｊ Ａバンク アプリ 、 Ｊ Ａネッ ト バンク ） 商品の提供や、 ローン、 年金相談

会を開催し、 組合員・ 利用者のニーズに即した事業の展開に取り 組みました。 また、 選ばれ続

ける地域の金融機関を目指し、 金融渉外を中心と したラ イフプランサポート による資産運用の

必要性を伝える活動を基軸と した情報提供と ・ 商品の提案、 更には、 融資渉外や担い手渉外担

当による相談強化と 資金提供に努めました。

農業融資については、 管内の小規模農家の減少や高齢化が進む中、 農業者と の関係強化およ

び相談対応等の強化を図り 、 農業融資専任担当者１ 名を本店に配置すると と もに、 Ｔ ＡＣ担当

と の連携により 農業者・ 農業関連業者・ 農業団体への積極的な訪問活動を展開いたしました。

また、 原油価格・ 農業資材高騰、 コロナにより 影響を受けた農業者への支援のため、 災害対策

資金の対応に努めました。 こ う した結果、 農業融資新規実行額は、 342百万円の実績と なり ま

した。

〈 共済事業〉

新型コロナウイルスの感染予防対策を行いながら 、 組合員・ 利用者への「 安心」 と 「 満足」

の提供に向け契約者一人ひと り に寄り 添い、 全契約者に向けた３ Ｑ活動を実践しました。 併せ

金融共済部門
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てあらゆるリ スク に備えるため「 ひと ・ いえ・ く るま」 の総合的な保障提案活動を継続展開し

ながら 、 生活保障基盤の維持・ 拡大に取り 組みました。 また、 令和４ 年３ 月16日発生の福島

県沖地震による家屋等の損害調査において迅速かつ効率的な調査対応により 、 契約者の復旧に

向けた共済金の早期支払いに努めました。

〈 協同活動〉

地域の活性化に向けたく らしの活動では、 農業体験の実施や女性大学カレッ ジ輝
き

楽
ら

里
り

のＯＧ

会発足に取り 組みました。 支店協同活動では、 支店ごと の地域性を活かした親子イベント やイ

ルミ ネーショ ンなど、 各種イベント を開催しました。 その結果、 宮城県農業協同組合中央会主

催の支店協同活動コンクールにおいて、 柴田地区事業本部と 村田地区事業本部の活動が優秀賞

を受賞しました。

〈 組織活動〉

Ｓ ＤＧ ｓ への取り 組みと しては新たに「 不用品ド ライブ」 に取り 組み、 古着・ 靴などの不用

品約400箱の寄付を行い、 その一部がワク チンと なり ました。 また、 令和４ 年度からはＳ ＮＳ

を使用した情報発信のツールと してインスタグラムを開設しており 、 当Ｊ Ａの魅力発信に取り

組みました。

自己改革をはじめと して、 組合員の皆様や地域の活性化に向けてお役に立てるよ う 事業活動

に取り 組んできた結果、 令和４ 年度事業活動の成果と し て当期剰余金４ 億49百万円を計上す

るこ と ができました。 しかしながら 、 新型コロナウイルス感染症をはじめと する社会や経済の

激しい環境変化に対して、 より 素早く 適応していかなければならないと いう 課題も生まれまし

た。

管理部門
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